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【学 フォーラム】 

 

藤 地域の子 たちと した 型ものづくり教育の実  

愛知産業大学 学 学  佐藤  

要要   

 愛知産業大学では地域と した「地域 目」を たに し、 3年度より「地

域ク ー ンワーク」を開 しました。この 目は 、 ー デ ン、

経 の 3学 の 3年 が です。「子 の を える」という ー のもと、ものづくり

を通して学 と地域の 地域 を る いがあります。開 したばかりの本

目を 年 し、今年は タン として 加した 場から、本 目の取り組み 今

の について発 します。 

 

1. 作について 

1） ール 

 年前 の １ 、 １ の 業の で ン 、 デ ッ

、ワーク ッ を 1 、作品の を 、 作品の 作を 2 、

を 1 、作品の 作を 、 作発 を 1 、加えて 10 29日、30日の大学

での作品 という ールで行われました。ワーク ッ では藤 学

こ もの を 用する子 たちに「 な のおもち があったらワクワクす

るか」を しながら ッ を いてもらいました。 

2） 作  

 作はモデ ング タ という が 実した で行われました。学

たちは 材の くり きができる のこ 、 を開けることができる ー

ル 、 に ることができる 、 り口を らかに 上 ることができ

る ル ン ー、 を く ることができる ーという 会を 用して

を作り上 ていきます。それらでは行えない加 は、 指 のみが 用でき

る で加 を施していきます。 

3） 作品説明 

 子 もたちの ッ を 考に を り、１２ の学 が ームに分かれ

作品の 作を行いました。 

a）  

 大きさが なる 方 方 の み を自分の きな に み上 るこ

とができます。また、 み には が開いていたり ールのような があるの

で、組み わ で ー を転がすおもち を作ることができます。 

b） ールできるかな  

 を小さくしたような た目の と ー の通り となる 材が で

くっつきあい、自分の きな ー を作ることができます。 に をつける

ことで ー が転がるようになっています。取り外し可能な２つの が

ー の自 度をより高めています。 

c） 動 いっ い ラン ーム 

 グラグラ れる の上にブ ックを れたら けという ーム性のあ
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が 17 の で 25 の が された。 された グ (Meretrix lusoria)は

グ (Meretrix petechialis)が している可能性が高いが、同定が なため本調査で

はこの 2 の 別は行わなかった。 25 の で は 6 であり( カ 、 フ

、 、カ 、 、 グ )、愛知 の ッド に されている は

9 ( 、 、ムラクモ 、 、 、 クラ、

ムラ 、 、 グ )であった。 

 

（２） と の 組成の 移 

は、 的に が く され、成 は と されなかった。また、6 か

ら 7 は 加しているが、7 から 9 は減少した。 分 からみて、7 には小型個 の

現が られたが、9 にかけて減少した。しかし、 の大きい が高くなり、成 がうか

がえる。一方 は、7 の St.3、St.4では く された。特に、7 の St.3、

8 の St.4、9 の St.3、St.4では特に く された。また、7 から 9 にかけて が

大きい個 が く された。また、 は 7 に に を し、 も大

きい個 が 加した。 

 

．考  

 本調査では 25 の が され、そのうち愛知 の ッド に されている

は 9 であった。先行研究と ると、 された は大 に減少した。現 の

は、10年前より の 性がないといえ、発 されなかった は 減したといえる。一方

クラ、 、 は本調査でのみ された。これらの が しく発 された

については、 ( ・ ・ な )の 化が していると考えられる。しかし、理 は

明であるため今 も調査が必要である。 

の （St. 2, 3）では、6 から 7 にかけて が 加したが、7 9 は

に大 な減 が られたた。これは、7 に大 に された との競 、

また 30 上の高 により したと考えられる。 の環 （St. 1）では 、

の が少なく、 グ フ の が かった。 、

は の を み、成 した グ は を 。これらから、環 によって

組成およ 組成に大きな いがあると考えられた。今 は、さらに ・ ・

な の調査を 的に行い、 の についてモ タ ングを ける必要が

あると考えられた。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 
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るおもち です。ブ ックを るフィールドは 3 あり、１ 下の は

のフィールドで ルのブ ック、 の は地上のフィールドで

人 、一 上の は のフィールドで な 、 なブ ックを ること

ができます。 

 

2. り り 

1）  

a） ール

の再調整 

 学 に行った ン ー の結果、地域とのつながりについて考えるように

なったという学 が と少なく、その要 は子 たちに作品で でもら

う前に ン ー を実施してしまったこと と考えられます。また、大学 が

日に開 され 加であったため、自分の作品で でもらうという経

をしていない学 もいます。自分の作品を実際に っているとこ を る

会は なものであるため、 ールの再調整が必要 と考えました。 

b） 地域の 材について知る 

 作品 をまとめることに をかけた結果、 材の調 の際にデ ン性

能性については考えるものの、 この 材を うかは することがで

きていま でした。岡崎市の 資源についての学 をカ ラムに組

み ことで地域 材に しての理 がより まると考えました。 

2）  

a） 上の子 たちの のおもち に する 味 

ーム で る環 が に えた現 の子 たちには のお

もち では りなく じると考えていました。しかし、大学 で でくれ

た子 たちは最 でも 分、 い子 と１ を えて１つのおもち で

けていました。なかには たな 方で でいる子もいました。この

ことから子 たちの 力の高さと な発 に かされました。またこの

業ではター ッ に い通りに 用してもらうものづくりの しさも じ

ることができると いました。 

b） 広がるつながりの可能性 

 この 業を通して、今ある地域とのつながり けではなく たなつながり

を み すことができると じました。例えば学 と一 にものづくりをし

たり、地域の方 と一 に岡崎市の 資源について考えるな 、つながりは

いくらでも み すことができます。このようなつながりが地域の の

活性化な のきっかけになれば、さらに 味のある 業になるのでは

ないかと いました。 

 

  

デ ッ を いてくれた子 たち、大学 に に てくれた子 たち、ワー

ク ッ に 力 いた岡崎市こ も こ も育成課、藤 こ もの の指 の方

に く いたします。 
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